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破られることで、DOS(density of state)に対応した A,B,C,D のピークが観測された。5%ドープす
ると T2gモードは低周波数側へ 40cm-1(5.0meV)ソフト化しており、Ma らの電子-格子相互作用を
取り入れた理論計算[2]と定性的に一致している。また、500cm-1 と L 点の 1200cm-1 のブロード
な ピ ー ク は 超 伝 導 を 示 す 試 料 で 明 瞭 に 観 測 さ れ 、 5% ド ー プ で そ れ ぞ れ 50 
cm-1(6.2meV),20cm-1(2.5meV)シフトし、T2gと同様ソフト化が観測された。以上の結果は超伝導
の起源が電子-格子相互作用による BCS 理論で説明できることを支持している。特に 500cm-1の
ピークは DOS に対応するものではなく、ボロンのローカルモードであると考えられる。 
(111),(100)試料の赤外吸収スペクトルを Fig.2 に示す。1800~2500cm-1 の構造は two phonon
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